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読者の声
『地域みっちゃく生活情報誌®』に寄せられた

読者からのお便りをご紹介します。

掲載レスポンス
『地域みっちゃく生活情報誌®』に掲載した

広告の反響をご紹介します。

久しぶりの敦賀まつり

開催で特集ページが設

けられていて、さらに気

持ちが高まりました！

（Iさん･20代）

孫と遊べる場所を見つ

けられました。まだまだ暑いので屋内イベ

ントの掲載があり助かりました。

（Sさん･60代）

この新しいお店なんだ

ろうと思っていると、大

体載っているので、とて

も助かっています。

（Kさん・50代）

保育園情報とっても助

かります！育児関係のこと、これからも掲

載してくださると、うれしいです。

（Aさん・20代）

普段1/8枠で掲載い

ただいているクリーニ

ング店。新聞の折込チ

ラシを検討していると

聞き、情報誌に純広告

1ページを提案し増枠

掲載。1カ月で約50枚

のクーポンバックがあ

り喜びの声をいただ

きました。

フォーマット1/8枠掲

載で反響がなく、フリー

1/4枠で算数（数学）・

理科に特化した講師と

して動画に誘導する広

告を掲載し、入塾に繋

がりました。今ではチラ

シの制作・配布も担当

し、さらに取引が膨らん

でいます。

動画誘導が◎
高反響への
きっかけに

１カ月で50枚
増枠で
反響アップ

万件突破!!36
ダウンロード数

件376,326
2023年9月20日現在

【配布先】

【設置先】

【 仕 様 】

県内全域の幼稚園・保育園・
こども園
産婦人科・小児科・児童館・
図書館・ショッピングモール等
冊子A5版 オールカラー

【発行時期】

【発行部数】

年4回（1月・4月・7月・10月）

岐阜版／60,000部
群馬版／60,000部

千葉版／70,000部

園児から家庭に直接届く
子育て情報満載のフリーマガジン『ままここっと®』

各戸配布するフリーマガジンへクーポンアプリ「フリモ」
（またはブラウザ版）に繋がるQRコードを搭載することで、
直接、紙には載りきらない店舗情報を近所へ届けます。

店舗情報ページには、
お店が持っているSNSや　
ホームページへジャンプ
できるアイコンを表示！
タップすれば
そのままアクセスできます。

フリーマガジンと連動して
地元にアピール

ウェブへ繋ぐ！

TOPページの下部メニュー“探す”で、
現在地から近くのお店も探せる
便利な絞り込み機能も搭載。
知らなかった近場のお店と出合えるかも！

GoogleMAP連動で
現在地からもお店を探せる!

クーポンアプリ「フリモ」

ダウンロードはこちら
（iPhone/Android）

フリーマガジンに掲載しているクーポンがスマホの中に！
切り取らなくてもスワイプで簡単に使える！

iPhone : iOS12.1以上　Android : 6.0以上

【対応エリア】
【 内 容 】

全国
講演会・研修会・ウェブセミ
ナー・コンサートの企画運営

【登録講師数】
【年間実施件数】

6,000名
400件以上

編集室オススメの地域の逸品をご紹介！

500万部の『地域みっちゃく生活情報誌®』で告知をおこなうため、
毎月安定した流入が見込めます。編集室のレビューは、
第三者目線のコメントも参考になるとユーザーから好評！

「フリモール」

ゲスト講師、タレント選びからイベント企画立案、
当日の運営までサポートするネットワークサービス「講演会インフォ」

キーワードや、ご予算
ジャンルを絞って
講師を検索できます

紙での告知との
相乗効果で
購入を後押し!!

※O2O…Online to Offline

全国で配布しているフリーマガジン
『地域みっちゃく生活情報誌®』への
広告出稿の見積作成、問い合わせが可能！「HAPPY MEDIA GUIDE」

vol.218
186,380部
第4火曜日発行

札幌市西区・手稲区
中央区（西部）
小樽市（一部）

道内
総発行部数

867,540部
道内発行
媒体数

5誌

北海道

vol.103
41,500部
20日発行

滝川市・砂川市・赤平
市・歌志内市・新十
津川町・奈井江町

vol.79
40,000部
20日発行

大崎市

vol.102
84,600部
20日発行

仙台市泉区
富谷市

県内
総発行部数

578,950部
県内発行
媒体数

5誌

宮城県

vol.115
59,000部
20日発行

石巻市・東松島市
女川町

vol.96
58,830部
20日発行

名取市・岩沼市
亘理町・柴田町
大河原町

vol.211
229,675部
第4火曜日発行

札幌市豊平区・清田
区・南区・中央区（東
部）・北広島市大曲

vol.182
236,370部
第4火曜日発行

札幌市北区・東区

vol.208
173,615部
第4火曜日発行

札幌市白石区・厚別区
中央区（創成川より
東）・江別市大麻地区

西区・手稲区版

豊平区・清田区
南区版

北区・東区版

白石区・厚別区版

10,929,609
※情報は2023年9月発行号に基づき掲載しています　※VC発行エリアを含む　※世帯到達率は配布部数を9月22日現在の各県が公表している世帯数で割り算出
※一部イレギュラーな発行に伴い10月に流通していないものを含む　※発行日は月により変動する可能性がございます。詳細はお問い合わせください。

31都道府県133誌月間総発行部数『地域みっちゃく生活情報誌®』

また、「初めての出稿なので、もっと細かく相談したい！」や
「成功事例について詳しく聞きたい！」など、
地域での販促に関するご相談もサイト内
「お問い合わせ」よりご連絡ください。

県内
総発行部数

178,000部
県内発行
媒体数

2誌

奈良県

43,000部
28日発行

橿原市
vol.71

135,000部
第2金曜日発行

奈良市・生駒市・平
群町・京都府木津川
市・精華町vol.623

奈良版

県内
総発行部数

84,000部
県内発行
媒体数

1誌

山形県

336,520部
29日発行

仙台市泉区・青葉区・若
林区・太白区・宮城野区
富谷市・名取市・岩沼市
塩竈市・多賀城市・石巻
市・東松島市・大和町・柴
田町・七ヶ浜町・利府町

vol.1729
宮城版

vol.116
63,000部
25日発行

伊勢崎市

vol.71
50,000部
25日発行

桐生市・みどり市

中川版

vol.156 83,800部

83,200部

南区版

vol.133 52,600部

西区版

vol.154 54,565部
中村版

vol.158 58,700部

名東版

vol.138 63,000部

港区版

vol.150 60,450部

北区版

vol.150 59,700部

vol.140 vol.13468,200部

天白版

vol.134 56,350部

愛知県
県内

総発行部数

2,348,004部
県内

世帯到達率

67.3％
県内発行
媒体数

33誌

vol.4
182,500部
第１金曜日発行

豊橋市・豊川市
田原市・新城市

中央版 vol.30

名古屋市総発行部数

824,565部
市内世帯到達率

69.7％

第4木曜日発行

184,000部

【北版】
85,545部

【北版】
中区・千種区・東区

【南版】
98,455部

【南版】
熱田区・昭和区
瑞穂区

名古屋市

115,600部
末日発行

豊田市
vol.84

増
刷

vol.100
52,000部
25日発行

古河市・境町
栃木県野木町

vol.224
130,000部

月末発行

つくば市・土浦市
牛久市
（ひたち野エリア）

vol.91
84,000部
20日発行

米沢市・南陽市・高畠町
川西町・長井市・白鷹町
飯豊町・小国町

県内
総発行部数

85,300部
県内発行
媒体数

2誌

福島県

vol.90
53,300部
25日発行

須賀川市・鏡石町・天栄村
玉川村・石川町・浅川町
矢吹町・古殿町・平田村

県内
総発行部数

338,000部
県内発行
媒体数

5誌

茨城県

vol.124
44,000部
25日発行

筑西市・下妻市
結城市

vol.167
62,000部
25日発行

日立市

vol.119
50,000部
25日発行

鹿嶋市・神栖市
潮来市

県内
総発行部数

52,000部
県内発行
媒体数

1誌

栃木県

vol.88
52,000部
25日発行

小山市

県内
総発行部数

県内発行
媒体数

群馬県
県内

世帯到達率

55.3％
県内

総発行部数

403,000部
県内発行
媒体数

5誌

群馬県

vol.79
50,000部
25日発行

太田市

vol.12
32,000部
25日発行

白河市・西郷村
泉崎村

vol.233

82,000部
25日発行vol.233

甲府市・甲斐市
中央市・昭和町

21,000部
25日発行

南アルプス市
富士川町

甲府・甲斐
中央・昭和版

vol.637
175,000部
第1または第2金曜日発行

所沢市・入間市・狭山市・飯
能市・川越市・ふじみ野市
三芳町・富士見市・日高市埼玉西版

vol.311
120,000部

25日発行
高崎市

県内
総発行部数

999,310部
県内発行
媒体数

9誌

埼玉県 先月より870部増

県内
総発行部数

462,430部
県内発行
媒体数

1誌

神奈川県

vol.103
52,000部
第4月曜日発行

久喜市

vol.94
62,000部

1日発行
熊谷市

vol.37
44,000部
20日発行

深谷市

120,000部
25日発行

【北西版】
65,000部

【北西版】
前橋市・吉岡町

【南東版】
55,000部【南東版】前橋市

vol.116

vol.103
56,400部
第4月曜日発行

羽生市・加須市
行田市

63,000部
20日発行

53,500部
30日発行

33,928部
25日発行vol.184

敦賀市・美浜町

vol.96
上越市・妙高市

県内
総発行部数

33,928部
県内発行
媒体数

1誌

福井県

vol.66

新発田市・村上市（一部）
新潟市北区（豊栄） 
胎内市・聖籠町

県内
総発行部数

178,000部
県内発行
媒体数

3誌

新潟県

61,500部
25日発行vol.114

三条市・燕市
加茂市

462,430部
22日発行

横浜市磯子区・港北区・神奈
川区・中区・南区・港南区・港
北区・鶴見区・中原区・幸区・
青葉区・緑区・都筑区・旭区・
保土ヶ谷区・川崎市幸区・川
崎区・東京都大田区・品川区

vol.1728
横浜北東・川崎南・大田区版

vol.1727
81,340部
15日発行

志木市・新座市
朝霞市・和光市

vol.1727
50,910部
10日発行

足立区
東京北東版

vol.1727
180,900部

15日発行

戸田市・川口市・蕨市・さい
たま市浦和区・南区・緑区
岩槻区・桜区・中央区

埼玉南西版

埼玉南版

vol.1726
159,820部

8日発行

さいたま市西区・岩槻区
大宮区・見沼区・北区
上尾市・蓮田市・桶川市

vol.1726
187,850部

8日発行

越谷市・春日部市
草加市・吉川市
三郷市・八潮市埼玉東版

都内
総発行部数

102,380部
都内発行
媒体数

2誌

東京都

vol.1727
51,470部
10日発行

練馬区

埼玉中央版

東京北西版

37,000部
25日発行vol.134

笛吹市・山梨市
甲州市

県内
総発行部数

174,000部
県内発行
媒体数

4誌

山梨県

34,000部
20日発行vol.122

韮崎市・北杜市

vol.63

vol.179
36,260部
25日発行

土岐市・瑞浪市

中津川市・恵那市
vol.205

44,600部
25日発行

vol.233
44,970部
25日発行

多治見市

vol.340

75,180部
25日発行

【かに版】
43,951部

【かに版】
可児市・御嵩町

【かも版】
31,229部

【かも版】美濃加茂市・八百津町
坂祝町・川辺町・七宗町
白川町・富加町・東白川村

vol.203
42,777部
20日発行

関市・美濃市

vol.230

vol.79
24,990部
25日発行

羽島市

vol.199
44,993部
20日発行

本巣市・瑞穂市
北方町・大野町

59,800部
20日発行

各務原市

vol.173

196,450部
20日発行

【北部版】
76,350部

【北部版】
岐阜市北部
山県市

【南部版】
120,100部

【南部版】
岐阜市南部
岐南町・笠松町

vol.246

94,460部
25日発行

【南東版】
46,652部

【南東版】大垣市南
東部、海津市、養老町
輪之内町、安八町

【北西版】
47,808部

【北西版】大垣市北西
部、揖斐川町、池田町、神
戸町、関ケ原町、垂井町

県内
総発行部数

511,290部
県内発行
媒体数

8誌

静岡県

vol.136
34,200部
最終土曜日発行

富士宮市

vol.331
62,400部

月末発行
沼津市

vol.369
72,500部

月末発行
富士市

vol.283
69,300部

月末発行
三島市・清水町
長泉町・裾野市

富士宮版

富士版

沼津版

三島市・清水町
長泉町・裾野市版

81,000部
25日発行

vol.178
20,000部
20日発行

郡上市

県内
総発行部数

740,480部
県内

世帯到達率

89.0％
県内発行
媒体数

12誌

岐阜県

vol.331
56,000部
28日発行

高山市・飛騨市
下呂市・白川村

県内
総発行部数

81,000部
県内発行
媒体数

1誌

長野県

vol.382

諏訪市・茅野市
岡谷市・下諏訪町
原村・富士見町

静岡市駿河区

vol.101
79,230部

第3または第4土曜日
静岡市葵区

vol.98
75,950部

第3または第4土曜日

清水区版

葵区版

駿河区版

51,000部
20日発行

藤枝市

vol.70
66,710部

第3または第4土曜日
静岡市清水区

vol.206
84,800部
28日発行

鈴鹿市・亀山市

vol.124
26,341部
28日発行

尾鷲市・紀北町
熊野市・御浜町
紀宝町 

vol.156
64,940部
28日発行

伊勢市・鳥羽市
玉城町・度会町

vol.186
104,059部

28日発行
津市

vol.181
73,405部
28日発行

松阪市・多気町
明和町・大台町

vol.95
20,700部
25日発行

志摩市

県内
総発行部数

458,938部
県内

世帯到達率

73.9％
県内発行
媒体数

6誌

滋賀県

vol.197
56,800部
25日発行

長浜市・米原市

vol.222
68,767部
25日発行

彦根市・多賀町
甲良町・豊郷町
愛荘町

vol.152

75,128部
25日発行

【近江八幡版】
35,018部

【近江八幡・竜王版】
近江八幡市
竜王町

【東近江版】
40,110部

【東近江版】
東近江市

vol.61

114,484部
25日発行

【草津版】
44,991部

【草津版】
草津市

【栗東版】
24,500部

【栗東版】
栗東市

【守山・野洲版】
44,993部

【守山・野洲版】
守山市・野洲市

24,999部
25日発行

甲賀市・湖南市
vol.55

114,000部
第3金曜日発行

守口市・門真市
大阪市旭区（一部）

京阪南版

vol.1218
京阪北版

府内
総発行部数

120,000部
府内発行
媒体数

1誌

京都府

府内
総発行部数

823,930部
府内発行
媒体数

4誌

大阪府

120,000部
最終金曜日発行

京都市山科区・伏見
区・宇治市・城陽市
久御山町

京都版

285,000部
第2・4金曜日発行

枚方市・寝屋川市・交
野市・四条畷市・京都
府八幡市・京田辺市

京阪南版

vol.131

118,760部
25日発行

【北部版】
53,900部

【北部版】
大津市北部・高島市

【南部版】
64,860部

【南部版】
大津市南部

泉州版

vol.864
vol.863 184,930部

第1・3金曜日発行

高石市・和泉市・泉大津市・忠岡町
岸和田市・貝塚市・熊取町・泉佐野
市・田尻町・泉南市・阪南市・岬町

vol.64
240,000部
第4金曜日発行

堺市・大阪狭山市・富田
林市・河内長野市・松原
市・羽曳野市・藤井寺市

南大阪版

情報誌見積サイト

※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です

9
周
年

5
周
年

8
周
年

7
周
年

8
周
年

3
周
年

増
刷

増
刷

vol.135
64,900部
第4金曜日発行

尾張旭市
瀬戸市

41,300部
第3金曜日発行

西尾市
vol.94

23,100部
第3金曜日発行

みよし市
vol.71

60,000部
第3金曜日発行

刈谷市

26,610部
第3金曜日発行

豊明市

vol.103

vol.87

39,700部
第4金曜日発行

長久手市
日進市北部vol.91

37,950部
第4金曜日発行

日進市南部
東郷町vol.78

28,700部
第3金曜日発行

知立市
vol.72

清須・あま版

一宮・稲沢版

vol.75
66,900部

末日発行
清須市・あま市

vol.280
207,900部

20日発行
一宮市
稲沢市 

vol.59
59,400部
28日頃発行

津島市・大治町
蟹江町・愛西市

60,000部
第4金曜日発行

小牧市・豊山町

114,900部
第4金曜日発行

春日井市

vol.135
35,079部
第4金曜日発行

犬山市・扶桑町
大口町

vol.127
60,200部

末日発行
江南市・大口町
扶桑町

vol.16
61,500部
第3金曜日発行

岡崎市

vol.235
74,250部
25日発行

半田市

vol.31
40,000部
第3金曜日発行

安城市

vol.32
65,000部
第4金曜日発行

大府市・東海市
東浦町

vol.109
57,950部

末日発行
岩倉市
北名古屋市

江南・大口・扶桑版

津島・海部版

岩倉・北名古屋版

vol.103

vol.127

vol.192

124,003部
28日発行

【北部版】
59,013部

【北部版】
四日市市北部
朝日町・川越町

【南部版】
64,990部

【南部版】
四日市市南部
菰野町

県内
総発行部数

624,399部
県内

世帯到達率

80.2％
県内発行
媒体数

9誌

三重県

vol.211
70,590部
28日発行

桑名市・いなべ市
東員町・木曽岬町

県内
総発行部数

40,000部
県内発行
媒体数

1誌

和歌山県

vol.84
40,000部
20日発行

岩出市・紀の川市

vol.115
60,200部
第4月曜日発行

米子市・境港市・日
吉津村・南部町・伯
耆町・島根県安来市

39,200部
第4月曜日発行

倉吉市・三朝町
湯梨浜町・北栄町
琴浦町vol.91

県内
総発行部数

68,400部
県内発行
媒体数

1誌

香川県

68,400部
25日発行

丸亀市・宇多津町
坂出市（一部）・多度
津町（一部）・まんの
う町（一部）・琴平町
（一部）・善通寺市（
一部）

vol.96

県内
総発行部数

36,830部
県内発行
媒体数

1誌

高知県

県内
総発行部数

166,500部
県内発行
媒体数

3誌

福岡県

vol.107
38,000部
20日発行

古賀市・新宮町

vol.101
64,000部
20日発行

福岡市西区

vol.135
64,500部
20日発行

宗像市・福津市

36,830部
25日発行

南国市
香南市・香美市vol.90

県内
総発行部数

163,400部
県内

世帯到達率

69.3％
県内発行
媒体数

3誌

鳥取県

vol.127
64,000部
第4月曜日発行

鳥取市

vol.383
83,100部
25日発行

宮崎市・高鍋町
西都市・都城市
延岡市

県内
総発行部数

44,500部
県内発行
媒体数

1誌

佐賀県

vol.100
44,500部
25日発行

鳥栖市・基山町
上峰町・みやき町

県内
総発行部数

50,000部
県内発行
媒体数

1誌

大分県

50,000部
25日発行

臼杵市・津久見市
佐伯市・大分市東部

県内
総発行部数

83,100部
県内発行
媒体数

1誌

宮崎県

県内
総発行部数

32,000部
県内発行
媒体数

1誌

沖縄県

vol.43
32,000部
25日発行

宮古島市

西区版

サイトで今
解決！

サイズ別料金が知りたい

見積もりが今スグ欲しい

17
周
年

15
周
年

11
周
年

vol.146
55,561部
28日発行

名張市・伊賀市

https://www.happymedia.jp/qr/qr.php?h=6825d9a06e5f49324dbef316c1d1c04a
https://www.happymedia.jp/qr/qr.php?h=74c4d47bb36ccc8d09ec7f7c2dd9168e
https://www.happymedia.jp/qr/qr.php?h=fa9f1adf91cb18375d202f1c265e5f43
https://www.happymedia.jp/qr/qr.php?h=95bf99fba5b53c2d7fbb273333b07bcb


Chuco Works

リニューアルでクオリティアップし広告掲載のきっかけに！

紙からウェブへ誘導しより魅力ある企画に 冊子制作

誌面と連動したYouTubeコンテンツを制作

特殊詐欺被害防止キャンペーン2023｠ S　P

家族を守るため、ちいさな工夫でサギボウシ

N0.117部署だより

　「仕事も、乾杯も、なにもできない、苦しい期間

でした－」コロナの影響で４年ぶりのリアル開催

となった、『地域みっちゃく生活情報誌®』の第

10回全国VCサミット。コロナ禍、オンラインで

の開催が続いていただけに、VC事業部担当役

員からの挨拶に胸が熱くなりました。仲間たち

の健闘を称える表彰に成功事例の共有。やはり

ガジェット越しとは違う熱気があります。DXの

推進を掲げ、デジタルマーケティングに力を入れ

たこの数年。広告の反響を数値化し、「広告を科

学」することと真摯に向き合ってきました。こう

した地道な積み上げが進んだ半面、やっぱり寂

しかった！リアルで、マスクなしで笑い合える、仲

間の存在を感じられる会でした。また、その裏で

「うがい薬も用意しなさい」と客人に配慮される

後藤会長の姿に、華々しい舞台を無事に終える

ためのホスピタリティを学びました。

（広報・PR室　岡本）

2023年9月号（vol.89）から、タブロイドサイズにリニューア

ルいたしました。リニューアル時に実感したのは、表紙（１面）デ

ザインの難しさ。誌面サイズの関係から二つ折りで配布するた

め、読者が手に取ったときに美しいと感じられ、きちんと情報

伝達されている二つ折りの表面のデザインについて、さらに研

究・工夫していきたいと考えております。9月号では地元のブラ

　群馬県プロポーザル「特殊詐欺防

止対策装置の普及業務」を受注しまし

た。チラシ・情報誌誌面・ウェブサイト

などによるキャンペーン告知、装置の

配送手配、県内全域へのチラシ仕分

けなど、業務コンテンツは多岐にわた

ります。この案件は２年連続で受注。

昨年はベーステーマを「桃太郎での～

いざ、サギ退治～」、今年は「一寸法師での～サギボウシ～」としました。とくに特殊詐

欺にあいやすい高齢の親、そして祖父母がいる子・孫への訴求に重点を置き、誰もが

知る親しみやすい昔話をベースとしています。今回のタイトル「サギボウシ」には「サ

ギ」の部分に「一寸」の文字を忍ばせ、「一寸（ちょっと）の工夫で詐欺被害は防げる！」

という意味を込めています。また、昨年の配送手配や問い合わせ電話対応に対しノン

クレームだったこと、キープコンセプトでの企画提案だったことも受注に繋がった大

きな要因と言えます。私たちはこれからも、社会問題の解決や地域貢献の一助になる

ような企画を積極的に提案していきます。｠              （前橋フリモ編集室・神尾、伊藤）

愛知県里親啓発広報ツール受注｠ S　P

さまざまなツールで里親制度を啓発
　この度、愛知県より「里親制度」について、多くの県

民に知っていただくための、さまざまなツール制作を

受注しました。「聞いたことはある」という人が多い

「里親」ですが、詳細をもっと身近に知ってもらおうと

ポスター、のぼり、スタッフベスト、配布用ウェット

ティッシュなどのツールを使って啓発する事業です。

ほかにウェブツールとしてインスタグラムでの発信を、

里親月間である10月からスタートします。

　特に、さまざまな事情で家族と離れて暮らす０～

18歳の子どもを一定期間、自分の家庭で養育する

「養育里親」の啓発に力を入れ、キャッチコピーには「私でもなれるかな　養育里親」

と題し、少しでも自分に身近な制度だととらえてもらえるよう、工夫しています。ま

た里親を支えるさまざまなサポート制度をポスター紙面で紹介。深刻に捉えがちな

「里親」に対して安心感をもってもらえるように構成しています。

　多様な形態がある里親制度を広く知ってもらい、子どもたちの幸せと、この国の

将来を支える人の創出に貢献できれば幸いです。　　　　　 　   （名古屋SP・三宅）

　クライアントが発行する情報

誌の企画・制作業務をコンペに

て受注いたしました。紙からウェ

ブに移行させたいという先方の

要望があり、紙を入口にウェブで

深く楽しめる仕掛けとして従来

の人気コンテンツをYouTube動

画と連動させる案を提出。見事、採用いただきました。｠

　これまでは誌面上で街の店舗を紹介していましたが、社員が登場し、散策しながら

街の魅力と店舗を体験・紹介する動画を制作。誌面には街ぶら記事を掲載し、さらに詳

しい情報は誌面内QRコードからウェブサイトへと誘導。YouTube動画で続きを楽し

める仕組みです。受注後は、クライアントと動画制作会社と当社の３社で打ち合わせ

し、コンセプト・方向性を決めた後、タイアップ先の交渉や構成案の作成、演者の撮影

日程調整などを行います。撮影後は、編集後の動画やサムネイルの確認、クライアント

からの要望や修正対応など工数が多いため、スケジュール管理がとても大切になりま

す。当社では、スムーズな動画制作進行が可能です。    　　  　 （名古屋AP・水野）

ンド芋「ミエルスイート」の魅力を紹介し、焼き立ての芋の湯気

まで感じられるような写真を掲載しています。リニューアル誌

面をご覧になったクライアントからは、「これならまた広告を

掲載してもらいたいね」とうれしいお言葉が。引き続き、地域の

読者に役立つ情報を届けてまいります。

▲2023年9月号表紙

編集後記

高知県『月刊こじゃんと』朝日エリアコム株式会社

中広グループに関西ぱどが加わりました
　10月1日、株式会社関西ぽどが中広グループの一員に加わり、私たちは家族となりました。まずは

家族となってくれた関西ぱどの皆様に心より感謝申し上げます。

　関西ぱどは、関西地区での『ぱど』発行事業のエリア本部として事業の拡大を進めるだけではなく、

時代の変遷に合わせてウェブメディアやITツール、イベント等を通じた課題解決策の提案事業を行っ

ています。私たちはこれまでグループで培ってきたノウハウを余すことなく関西ぱどとも共有し、「地域

から日本を元気にする」という同じ志をもつ家族として、一体となって事業に励んでまいります。

（管理本部・後藤）

にっぽん中をオレンジ色に染め上げる！
　当社は児童虐待防止運動に取り組んでいます。今年５月、中部電力MIRAI 

TOWER（名古屋市）が児童虐待防止のシンボルカラー・オレンジに染まりまし

た。これは名古屋市の児童虐待防止推進月間にあわせたもので、街ゆく多く

の人が写真に収め、児童虐待防止について考えるきっかけとなりました。そし

て11月は国が定める児童虐待防止推進月間です。中広グループとVC各社で

は日本中の地域のシンボルをオレンジ色にライトアップする「にっぽんオレ

ンジシンボル運動」を実施します。９月25日時点で協力は全国で68カ所。

「児童虐待に苦しむ人が一人もいない日本へ」。この思いに全霊をかけ取り組

んでまいります。    　　　　　　　　　   （クオリティマネジメント室・遠藤）

映画『女子大小路の名探偵』
10月13日より全国公開！！｠
　地域みっちゃく生活情報誌®『GiFUTO』、『たんとんくらぶ』、『NAGOYA 

FURIMO』の誌面で連載した小説『女子大小路の名探偵』。小説として刊行

（河出書房新社）され好評をいただいた本作品が、満を持してスクリーンに

登場！連載、小説と変わらず、舞台は名古屋・岐阜。美桜役の剛力彩芽さ

ん、大夏役の醍醐虎汰朗さんなどのキャストが、地元の人なら行ったこと

がある、見たことがある場所に登場。脚本は原作の秦建日子さん。情報誌

連載時から名古屋や岐阜での取材を重ね、地元の雰囲気を生かしたエンタメサスペンスとして、他に

はない作品に仕上げられました。「地方をエンタメで元気に！」する本作品。お近くの劇場へぜひ、足

を運んで楽しんでください。　 　　　　　　　　　　   　　　　　　   　　 　（事業開発室・佐藤）

工務店の魅力を生かした連載記事広告｠ 地域みっちゃく
生活情報誌®

読者のマイホームづくりへの道をプッシュ｠
　新築を建てる際の流れを施主と工務店のやり取り

から体験してもらうことで、「マイホームを建てる時の、

子育て世代の不安を解消してあげたい！」という編集

室の思いと「もっと子育て世代に工務店の家づくりを

知ってほしい」というクライアントの思いが一致。これ

まで新聞折込を主流としてきた工務店ですが、「一緒

にマイホームを作っていこう！」という趣旨で記事広告

を掲載しています。

　工務店の雰囲気に合わせたテイストで、誌面からも

担当者の人柄や会社の様子が伝わります。施主に出演

していただくことで、新築を検討している読者の選択肢の1つとなっています。２回目

の誌面は「間取り」を中心に取り上げました。すると、「こんな間取りにリフォームをして

ほしい」と、2,500万円規模の依頼が入ったと連絡がありました。多額の金銭が動く家

づくり。決定までにも長い時間を要します。複数回掲載していくことで、読者の記憶に

も残り関心も高まると期待しています。引き続き、よい提案ができるよう、クライアン

トに寄り添って仕事をしていきます。　　　　　　　　　　　  （つばさ編集室・森田）

▲オレンジ色に染まった
　名古屋市の中部電力
　MIRAI TOWER

　『伊勢崎フリモ』『太田フリモ』『桐生みどりフリモ』の３編集室では、毎

年８月第１日曜日に開催されている「いせさき花火大会」の翌日に伊勢崎

市が主催している清掃活動に参加しています。｠今年は8月6日に開催さ

れ、夜空を大輪の花が彩りました。｠翌7日には清掃活動に参加。｠祭りの

直後ということもあり、会場の伊勢崎西部公園には多数のゴミが散乱し

ていましたが、ほとんどゴミの落ちていない状態になるまで、きれいにすることができました。｠午前中

から30℃を超える猛暑日でしたが、暑さを忘れるほどに集中して美化活動を行えました。｠これからも

地域に貢献できる活動に力を注いでいきます。           （伊勢崎・太田・桐生みどりフリモ編集室・松下）｠

当社では、地域社会への貢献に積極的に取り組んでいます

　８月29日・30日の2日間、南山高等学校女子部１年生２名のインター

ンシップを受け入れました。2019年より継続しているもので、今回も

『NAGOYA FURIMO中央版』誌面内の取材記事を制作。高校生の目

線で地域の「気になるお店」をピックアップし、アポ取りから取材、記事

編集までを編集室、クリエイティブと共に制作。実際に店舗に訪問した

際、始めは緊張の面持ちだった生徒たちでしたが徐々に緊張もほぐれ、質問や撮影まで誌面に必要

な素材を考えながら無事原稿を完成させ、インターンシップを終えることができました。

（NAGOYA FURIMO 中央版編集室・澁谷）

グループ戦略統括事業部
人財開発室

▲人財開発室スタッフ

　社是「人が命、人が宝、人が財産」に基づき「人

財」に関わる取り組みをしています。主な業務は、

採用サポート、社内研修、営業支援などです。ま

た行政関連から依頼をいただき、広告営業・編集

制作の講義に出向く回数も増えています。

　採用サポートは総務人事部と連携して、イン

ターンシップや新入社員・新規採用者研修を実

施。社内研修は、課題解決に繋がる研修プランを

階級別・職種別で実施し、個人のスキルUPに繋

げます。営業支援は、各拠点の営業同行や情報

誌づくり・原稿作成の個別フォローも行います。

現場の目線を忘れず、各従業員が活躍できる環

境と営業実績を上げるために努めています。

　人を生かし人に生かされ、人の力を信じ、人の

心を育むことのできる人財育成を目指し、会社の

業績だけでなく、従業員の人間力を高めること

が重要と考えています。人財を資本として捉え、

その価値を最大限に引き出すことで、中長期的

な企業価値向上に繋げられるよう、まい進いた

します。                           

 （人財開発室・伊藤）



https://vc.chuco.co.jp/
https://www.happymedia.jp/qr/qr.php?h=37c95a17c2041b0a486f4745ca5a189e
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